
7−はびきの　2019.6.1−

○中央図書館（LIC はびきの内）  軽里 1-1-1               ☎072-950-5501
○陵南の森図書館                    島泉 8-8-1               ☎072-952-2750
○羽曳が丘図書館                    羽曳が丘西 2-5-1      ☎072-957-5553
○丹比図書館                          樫山 251-1              ☎072-937-2355
○東部図書館                          古市 1541-1            ☎072-950-2002
○古市図書館 ☎072-958-0050 ㈬㈭㈮㈯㈰ 10:00 ～ 17:30
○ブックステーションはびきのコロセアム ☎072-937-7210 ㈫㈭㈮ 13:30 ～ 16:30

●開館時間 10:00 ～ 18:00（※中央図書館は 10:00 ～ 20:00）

『自分を信じた100人の男の
子の物語』
ベン・ブルックス／文　
クイントン・ウィンター／絵
芹澤恵・高里ひろ／訳　
河出書房新社　
この本に登場する 100 人の
中には、誰もが知っている有
名人や歴史上の人物もいれ
ば、平凡な人生を送る中で、
偉業を成し遂げた人もいま
す。将来、こんな大人になり
たいと思う人が見つかるか
もしれませんね。

　　　6 月 30 日㈰　市内の図書館は全て休館となります。

おはなし会（6 月） 今月の特集・テーマ
東部図書館 12 日㈬ 10:30 ～ お家でゆっくり

羽曳が丘図書館 8 日㈯、22 日㈯ 15:00 ～ 空と宇宙とお天気の本

古市図書館 15 日㈯ 15:00 ～ 信じる？信じない？不思議世界

丹比図書館 22 日㈯ 10:30 ～ 舞台は図書館！

中央図書館 1 日㈯、9日㈰
15 日㈯、23日㈰ 13:30 ～ もずふる世界遺産特集

にほんのむかし（児童）

陵南の森図書館

2 日㈰、9日㈰
23日㈰ 11:00 ～

体をほぐす本
おてんきのほん（児童）

15 日㈯ 15:00 ～
16 日㈰
・11:00（小さい子向き）
・11:30（少し長いお話を聞ける子向き）

ちびっこサロン　
日時　6 月 12 日㈬ 10:30 ～　場所　森のゆうびんきょく
大人のおはなし会
日時　6 月 8 日㈯ 14:00 ～　場所　陵南の森公民館　2 階　視聴覚室
プログラム　「とっつこう　ひっつこう」「三つの願い」ほか
主催　おはなしボランティアグループ「はびきの」／羽曳野市立図書館
※どなたでもご参加できます。
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『絵本作家のブルース』
長谷川 義史／著　
NPO 読書サポート　
九州の講演会直前、焼酎の
試飲会に連れていかれた
り、絵本ライブでは最前列
の子どもに「もう帰りたい」
と言われたり。絵本作家の
長谷川さんの愉快な日常を
描いたイラストエッセイ。
雑誌『この本読んで』の人
気連載が 1 冊の本になりま
した。


